
 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 
 

http://www.duma.co.jp 

DuMA ニュースレター                                  2019 年 4 月 15 日 

首都直下地震について 

 首都直下地震（首都圏直下型地震という言い方もありますが、内閣府等は「首都直下地震」を

用いているようです）とは、実は特定の震源を想定した地震ではありません。東京およびその周

辺地域で発生するマグニチュード７クラスの地震を総称したもので、中央防災会議では以下の

１９の断層モデルを検討しています。 

 

 もっとも最近の首都直下地震と言えるのが、１８５５年の安政江戸地震です。１９２３年の関

東地震（関東大震災）は、沈み込むフィリピン海プレートが原因のプレート境界の地震でマグニ

チュード８クラスであり、いわゆる現在考えている“首都直下地震”とはカテゴリーの違う（１

クラス上の）地震なのです。 

 

 安政江戸地震は、安政二年十月二日（1855 年 11 月 11 日）の夜四ツ時（午後 9～11 時）に発

生しました。この地震による被害は江戸市中に集中しており、本所や深川など低地での被害が大

きく、それに対して本郷や駒込など台地での被害は比較的軽微であった事が知られています。な

お直後に発生した火災が翌日の午前まで延焼し続け，死者は 7,000 人以上と言われています。次

にお示しする図は安政江戸地震で液状化がみられた地域と２０１１年の東日本大震災で液状化

がみられた地域の比較です。 
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 埼玉県北東部はいずれの地震でも液状化が確認されています。また荒川や利根川という河川

が鍵である事もわかります。また東京湾岸地域で、安政江戸地震で液状化の報告が無いのは、江

戸時代にはまだ埋め立てられておらず、土地自体が存在しない事が理由です。 

 

 

首都圏の地下天気図®  

 ３月１１日のニュースレターに引き続き、４月１１日時点の首都圏に特化した地下天気図をお

示しします。首都圏は、直下にフィリピン海プレート、その下に太平洋プレートが存在し、非常に深い所

まで地震が発生していますので、首都圏では、深さ２０ｋｍあるいは６０ｋｍという深さを基準として計算を

行っています。 

 現時点ではいずれの深さで計算した L タイプも M タイプも地下天気図のアルゴリズムでは異常は出て

おりません。 

 次のページに（異常は無いのですが）、深さ６０ｋｍを基準として解析した M タイプの地下天気図をお

示しします。図中の小さな点が、解析に用いている地震の震央を表しています。 

 現在は解析に 2011 年 7 月以降に発生したマグニチュード２以上、深さ 200km までに発生したすべて

の地震を用いています。 
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 地下天気図解析では、前処理として「余震除去」という演算をしています。一般に少し大きめ

な地震（本震）が発生しますと、余震というものが発生します。余震は本震が発生したために発

生した訳です。そのため現在の地下天気図の解析アルゴリズムは、余震を除去して、本震だけを

用いるという事にしています。下の図は 2012 年以降の積算地震発生数です（上の地下天気図の

茶色の点をすべて時間的に積算したもの）。グラフが直線に見えますが、実は本震だけを考えま

すと、きわめて一様に地震が発生しているという事なのです。これが現在地下天気図で首都圏に

異常が出現していない理由なのです。 


